
1

２０１５年７月２９日

コマツ出席者

取締役（兼）専務執行役員ＣＦＯ 藤塚 主夫

常務執行役員経営管理部長 稲垣 泰弘

コマツ
２０１５年度第１四半期（４－６月）

決算説明会（電話会議）



2本日の予定

16:00 ご説明
２０１５年度第１四半期決算の概要

常務執行役員 経営管理部長 稲垣 泰弘

16:30      質疑応答

17:00     閉会
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２０１５年度
第１四半期（４－６月）決算の概要

コマツ

常務執行役員 経営管理部長
稲垣 泰弘



4２０１５年度第１四半期（４－６月）の概況

FY2014/1Q FY2015/1Q
前年同期比

増減 増減率

連結売上高 4,602 4,461 ▲141 ▲3.1％

セグメント利益 597 496 ▲101 ▲17.0%

その他の営業収益（▲費用） 37 1 ▲35 -

営業利益 634 497 ▲137 ▲21.7%

売上高営業利益率 13.8％ 11.1％ ▲2.7ﾎﾟｲﾝﾄ -

その他の収益 （▲費用） ▲21 12 +33 -

税引前純利益 613 509 ▲104 ▲17.0%

純利益＊ 376 325 ▲51 ▲13.7％

＊米国財務会計基準審議会会計基準編纂書810の適用による 「当社株主に帰属する四半期純利益」

¥102.5/USD
¥140.9/EUR
¥16.4/RMB

¥121.3/USD
¥133.0/EUR
¥19.6/RMB

【売上・損益】

・ 連結売上高は前年同期比▲3.1％減収の4,461億円。

・ 営業利益は前年同期比▲21.7％減益の497億円。売上高営業利益率は同▲2.7ポイント減の11.1％。

・ 純利益は前年同期比▲13.7％減益の325億円。

金額単位：億円
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FY2014/1Q FY2015/1Q
前年同期比

増減 増減率

売上高 4,602 4,461 ▲141 ▲3.1%

建設機械・車両
産業機械他

(4,181)4,185
(420)   433   

(4,020)4,027
(441) 447   

(▲161) ▲158
(+20)    +13

(▲3.9%)▲3.8%
(+4.8%) +3.2%

消去 ▲16 ▲13 +3 -

セグメント利益 597 496 ▲101 ▲17.0%

建設機械・車両
産業機械他

579
31

472
32

▲106
+1

▲18.4%
+3.7%

消去または全社 ▲13 ▲9 +4 -

% ：利益率

２０１５年度第１四半期（４－６月）の各セグメント売上高と利益

( )：外部顧客向け売上高

11.7% 

7.3% 

11.1%

13.8%

7.3%

13.0%

各セグメントの状況：

■ 建設機械・車両

北米や日本において一般建機の需要を着実に取り込んだものの、鉱山機械及び中国を始めとする新興国における
需要減少が大きく、減収・減益となりました。

■ 産業機械他

自動車業界向け工作機械の販売が減少したものの、鍛圧機械の販売が前年同期並みに推移したことに加え、半導
体業界の好調な設備稼働に支えられ、増収・増益となりました。

・建設機械・車両部門の売上高は、▲3.8％減収の4,027億円。セグメント利益は▲18.4％減益の472
億円。セグメント利益率も▲2.1ポイント悪化し、11.7％。

・産業機械他部門は増収増益。セグメント利益率は7.3％で同率。

金額単位：億円



6＜建設機械・車両＞ ２０１５年度第１四半期（４－６月）の地域別売上高（外部顧客向け）

日本

16%

日本

17%

北米

15%

北米

21%

欧州

10%

欧州

9%

中南米

15%

中南米

15%

CIS

3%

CIS

3%

中国

8%

中国

5%

アジア

13%

アジア

13%

ｵｾｱﾆｱ

9% ｵｾｱﾆｱ

7%

中近東

4% 中近東

4%
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7% アフリカ

6%
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（金額単位：億円）

戦
略
市
場
60
%

伝
統
市
場
40
%

戦
略
市
場
53
%

伝
統
市
場
47
%

4,181
4,020

+21
(+3.3 %)

▲161
(▲3.9%)

+213
(+34.6%)

▲19
(▲4.9%)

▲24
(▲4.5%)

+15
(+10.1%) ▲55

(▲18.9%)

▲38
(▲6.1%) ▲27

(▲19.3%)

▲95
(▲26.1%)

▲150
(▲42.7%)

(億円) 日本
北米
(※)

欧州
中南米
(※)

CIS 中国 アジア
オセアニ

ア
中近東 アフリカ 合計

FY14
/1Q

658 618 400 636 143 353 554 367 157 293 4,181

FY15
/1Q

680 831 380 597 115 202 529 271 172 237 4,020

伝統市場 戦略市場

前
年
同
期
比

・外部顧客向け売上高は前年同期比▲3.9％減収の4,020億円。
・北米が伸長したものの、鉱山機械や中国・オセアニア等での減少が大きく、伝統市場の比率が47％に
増加。

プラス

マイナス

(※)当第1四半期より、メキシコ代理店の買収に伴い、「北米」に含まれていた一部のメキシコ
向け売上高を「中南米」に変更。（FY14/1Qも遡及して組替表示）

(※)
(※)

(※)

(※)

FY15
/1Q

FY14
/1Q

4,181

4,020



7＜建設機械・車両＞ ２０１５年度第１四半期（４－６月） 売上高・セグメント利益の増減要因

4,185
4,027
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プラス要因

マイナス要因

（億円）

▲158億円

販売
価格差
+10

為替差
+241

物量差他
▲409

579

472

0
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750

FY14/1Q FY15/1Q

（億円）

11.7％13.8％

▲107億円

売上高セグメント利益率

販売
価格差
+10

為替差
+50固定費差

+10

物量差他
▲177

セグメント利益
FY2014/1Q   vs.  FY2015/1Q

売上高
FY2014/1Q   vs.  FY2015/1Q

プラス要因

マイナス要因

¥102.5/USD
¥140.9/EUR
¥16.4/RMB

¥121.3/USD
¥133.0/EUR
¥19.6/RMB

・鉱山機械や中国市場等での需要減少による物量減が大きく、円安の効果があったものの、売上高は
前年同期比▲158億円の減収。セグメント利益も同▲107億円の減益。

・売上高セグメント利益率は前年同期比▲2.1ポイント悪化し11.7％。
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％％

％

＜産業機械他＞ ２０１５年度第１四半期（４－６月）の売上高とセグメント利益

403 433 447
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売上高
（億円）
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： 売上高セグメント利益率

（億円） （％）

売上高の内訳

FY13/1Q FY14/1Q FY15/1Q
前年同期比

増減 増減率

コマツ産機等
(プレス事業合計)

92 133 128 ▲4 ▲3.7%

コマツＮＴＣ
[うち、ワイヤーソー]

167
[12]

167
[19]

140
[11]

▲26
[▲8]

▲16.1%
[▲42.6%]

その他
[うち、ギガフォトン]
[うち、コマツハウス]

143
[62]
[29]

132
[65]
[25]

178
[83]
[37]

+45
[+17]
[+11]

+34.5%
[+27.4%]
[+45.1%]

合 計 403 433 447 +13 +3.2%

金額単位：億円

セグメント利益

・自動車業界向け工作機械の販売が減少したものの、鍛圧機械の販売が前年同期並みに推移したこと
に加え、半導体業界の好調な設備稼働に支えられたギガフォトン㈱の売上げが伸長したことが寄与し、
売上高は前年同期比+3.2％増収の447億円、セグメント利益率は前年同期と同率の7.3％。
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1. 資産の状況

152 

138 

42 
37 
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FY14/1Q FY15/1Q

売上高

セグメント利益

2. 収益の状況（億円）

リテールファイナンスの状況

リテールファイナンス子会社の状況

2015年6月末2015年3月末

・資産は円安の影響により前年度末比で微増。
・売上高は主にチリのリース会計処理変更（本体+金利→金利のみ）により減収、利益は戦略市場の資
産減に伴い減益。

¥102.5/USD
¥140.9/EUR
¥16.4/RMB

¥121.3/USD
¥133.0/EUR
¥19.6/RMB

¥120.2/USD
¥130.3/EUR
¥19.4/RMB

¥122.5/USD
¥137.2/EUR
¥19.7/RMB

日本 日本
欧州 欧州

中国 中国

オセアニア オセアニア

その他 その他

北米 北米

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

6,815 6,886

（億円）
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（金額単位：億円）

2015年3月末 2015年6月末

増 減

現金・預金（含む定期預金） [a] 1,073 1,091 +18

受取手形・売掛金（含む長期売上債権） 9,002 8,882 ▲119

＜除くﾘﾃｰﾙﾌｧｲﾅﾝｽ会社＞ <3,981> <3,715> <▲266>

棚卸資産 6,228 6,409 +180

有形固定資産 7,439 7,546 +107

その他資産 4,240 4,083 ▲157

資産合計 27,984 28,012 +28

支払手形・買掛金 2,250 2,097 ▲153

借入金・社債 [b] 5,891 6,100 +209

＜除くﾘﾃｰﾙﾌｧｲﾅﾝｽ会社＞ <902> <921> <+18>

その他負債 3,856 3,507 ▲349

負債合計 11,999 11,705 ▲293

（株主資本比率） (54.6%) (55.7%) （+1.1ﾎﾟｲﾝﾄ）

株主資本 15,289 15,592 +302

非支配持分 695 714 +19

負債及び純資産合計 27,984 28,012 +28

連結貸借対照表

ﾈｯﾄﾍﾞｰｽの借入金・社債 [b-a] 4,818 5,008 +190

・ 総資産は、円安の影響等により前年度末比で+28億円の増加。
・ 株主資本比率は同+1.1ポイント増の55.7％。ネットD/Eレシオは0.32と、前年度末と同レベル。

¥120.2/USD
¥130.3/EUR
¥19.4/RMB

¥122.5/USD
¥137.2/EUR
¥19.7/RMB

0.32 0.32

ﾈｯﾄD/Eﾚｼｵ(ﾘﾃｰﾙﾌｧｲﾅﾝｽ会社を除いた場合） ▲0.01▲0.00

：ネットD/Eレシオ
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＜建設・鉱山機械＞ 主要7建機需要推移と見通し
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（台数） （伸率）
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※コマツの推定
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日本 北米 欧州

中国 その他 前年同期比

92

97

指数

90

93

期初
見通し

：FY07=100

84

・2015年度第1四半期の需要は、前年同期比▲17％。
・一部堅調な地域はあるものの、中国やCISをはじめとする戦略地域の需要減少が、大きく影響。

FY15：
▲5%～▲10% 
(期初見通し)
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主要7建機需要（台数） 前年同期比（％）

＜建設・鉱山機械＞ 主要市場の需要推移と見通し： ①日本

新車需要（主要7建機）と建設投資 主要7建機 四半期別需要推移

45
73

75
97 82

指数 ：FY07/1Q=100

【出所】 建設投資：国土交通省／建設経済研究所
主要７建機需要： コマツの推定
中古車輸出量： コマツの推定

（台数）
（前年同期比）
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0

20,000

40,000

60,000

80,000

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

F
Y
9
8

F
Y
0
0

F
Y
0
2

F
Y
0
4

F
Y
0
6

F
Y
0
8

F
Y
1
0

F
Y
1
2

F
Y
1
4

F
Y
1
5

民間非住宅建設投資

民間住宅投資

政府建設投資

建設投資
（兆円）

新車需要／
中古車輸出

（台数）

新車需要

中古車輸出

FY14： ▲21%
FY15： ▲10%～▲15%(期初見通し)

・2015年度第1四半期の需要は、前年同期比▲11％。
・油圧ショベルのレンタル向け需要が引き続き大幅減。
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主要7建機需要（台数） 前年同期比（％）

＜建設・鉱山機械＞ 主要市場の需要推移と見通し： ②北米

主要7建機 四半期需要推移

61 82 80 92

指数 ：FY07/1Q=100

（台数）（前年同期比）

88

セグメント別需要構成比(台数ベース)
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【出所】 主要7建機需要：コマツの推定

（台数）

1Q： ▲4%

FY14： +12%
FY15： ±0%～+5%(期初見通し)

期初
見通し

・2015年度第1四半期の需要は、前年同期比▲4％。
・住宅建設および道路などのインフラ分野向けの需要は堅調に推移しているが、鉱山・エネルギー分野
向け需要は低調に推移。
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主要7建機需要（台数） 前年同期比（％）

1Q： ▲2%

＜建設・鉱山機械＞ 主要市場の需要推移と見通し： ③欧州

主要7建機 年度別需要推移

＊主要7建機需要：コマツの推定

主要7建機 四半期需要推移
（台数）

（台数）（前年同期比）

56 5557 
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・2015年度第1四半期の需要は、前年同期比▲2％。
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＊主要7建機・油圧ショベル需要：コマツの推定
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FY15： ▲20%～▲25%(期初見通し) 1Q： ▲50%
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・2015年度第1四半期の需要は、前年同期比▲50％。
・政府による景気刺激策の効果は見えず、引き続き大幅に需要が減少。
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・2015年度第1四半期の需要は、前年同期比▲16％。
・タイでの需要が伸長したものの、最大市場のインドネシアやマレーシアでの落ちこみの影響大。



17＜建設・鉱山機械＞ 鉱山機械の需要推移と見通し
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・2015年度第1四半期の鉱山機械の世界需要は、前年同期比横ばい。
・受注は引き続き低調。
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＜建設・鉱山機械＞ 鉱山機械の売上高

鉱山機械 年度別売上高 （部品・ｻｰﾋﾞｽ含む）

3,565

4,220

3,615

5,540

（億円）

6,145

4,170

鉱山機械 四半期別売上高 （部品・ｻｰﾋﾞｽ含む）

1,391

1,570

（億円）
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1,296
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1,552

（前年同期比）

（前年比）

本
体

部
品
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ー
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ス
等

本
体

部
品

サ
ー
ビ

ス
等
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1,209

1,187 1,187

4,993

4,993

1,288 1,288
1,308 1,308

4,220 4,220

1,159

期初
見通し

期初
見通し

・本体販売が引き続き低迷し、鉱山機械の売上高は前年同期比▲4％減の1,159億円。
・部品、サービス等は前年同期比増収。
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＜建設・鉱山機械＞ 部品の売上高
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2,380

2,800

3,170

2,650

3,195

部品売上高

（億円）

3,637

（億円）
（前年同期比）

2,595

803

743
797

852
888

944

（前年比）

3,872
924 928

期初
見通し

1,029
1,021 4,0851,000

・部品売上高は前年同期比+12％増の1,021億円。
・建設・鉱山機械の新車需要が落ち込む中でも、アフターマーケットの需要を確実に取り込んだ結果、当
期の売上げは伸長。



20<IoTでモノ作り強化>コマツ流「つながる化」による生産改革に着手

2015年6月22日発表ニュースリリース

1．モノ作りのつながる化
工場における工作機械やロボットなど

生産設備や生産ラインの稼働情報を
IoTにより見える化し、共有データベー
スに集約します。集約された情報に基
づき、生産工程の改善案を立案して、
面積生産性向上、省人化、および生産
リードタイムの短縮を実現します。

2．市場情報の工場直結化
装着台数が本年5月末時点で38万

台を超えた機械稼働管理システム
「KOMTRAX」と、鉱山機械管理システ
ム「KOMTRAX Plus」を通じて市場情報
を工場に直結化します。

ICT(情報通信技術)の活用により生産から販売までの全ての工程がリアルタイムに連携・循環する「つながる化」を目
指すことで、これまでに無い新たな生産改革に着手します。国内工場においては2011年度から「電力使用量の半
減」を目標に大規模な生産改革に取り組んでいますが、この活動にIoT(Internet of Things)で見える化した様々な情
報の「つながる化」をコンセプトに加えることで、安全性、生産性の飛躍的向上を図ります。また、市場情報を工場に直
結化し、お客様の課題解決に工場が積極的に関与していく生産体制の構築を進めます。



21

コマツインディア(有)（KIPL）の油圧ショベル新工場(5月8日開所式開催)

【見通しに関する注記事項】

本資料に記載されている、当期ならびに将来の業績に関する予想、計画、見通し等は、現在入手可能な情報に基づき当

社の経営者が合理的と判断したものです。実際の業績は、様々な要因の変化により、記載の予想、計画、見通しとは大き

く異なることがあり得ます。そのような要因としては、主要市場の経済状況および製品需要の変動、為替相場の変動、国

内外の各種規制ならびに会計基準・慣行等の変更などが含まれます。

コマツ 経営管理部 TEL: 03-5561-2687
FAX: 03-3582-8332
http://www.komatsu.co.jp/
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【参考資料】
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【参考資料】

四半期毎の売上高と営業利益の推移

4,461
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【参考資料】

＜建設機械・車両＞四半期毎の売上高とセグメント利益の推移
売上高（億円）
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【参考資料】

＜建設機械・車両＞ 四半期毎の地域別売上高（外部顧客向け）
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104.6 98.3 103.5 120.1

12.8 12.4 12.8 14.6

13/1Q 13/2Q 13/3Q 13/4Q

97.3 98.6 99.7 102.7

126.4 129.9 135.1 139.9

15.8 16.1 16.3 16.9

15/1Q 15/2Q 15/3Q 15/4Q

121.3

133.0

19.6

14/1Q 14/2Q 14/3Q 14/4Q

102.5 102.8 114.1 119.2

140.9 137.7 142.8 136.9

16.4 16.6 18.5 19.0

4,020

(※)当第1四半期より、メキシコ代理店の買収に伴い、「北米」に含まれていた一部のメキシコ
向け売上高を「中南米」に変更。（FY14/1Qも遡及して組替表示）
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【参考資料】

＜産業機械他＞ 四半期毎の売上高とセグメント利益の推移

セグメント利益

23
9 5

23
8

39

-36

9

31
46

38
45

32

5.5%

1.7%
1.0%

3.7%
2.0%

6.7%

-8.1%

1.4%

7.3%
7.9%

7.2% 7.0% 7.3%
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FY12/1Q 2Q 3Q 4Q FY13/1Q 2Q 3Q 4Q FY14/1Q 2Q 3Q 4Q FY15/1Q 2Q 3Q 4Q

セグメント利益 売上高セグメント利益率

*1

*1 コマツNTCにおけるワイヤソー在庫に係る損失を含む（第3Q：▲76億円、第4Q：▲32億円）

*1

¥/USD

¥/EUR

¥/RMB

為替
レート

12/1Q 12/2Q 12/3Q 12/4Q

80.6 78.7 80.1 90.7

104.6 98.3 103.5 120.1

12.8 12.4 12.8 14.6

13/1Q 13/2Q 13/3Q 13/4Q

97.3 98.6 99.7 102.7

126.4 129.9 135.1 139.9

15.8 16.1 16.3 16.9

15/1Q 15/2Q 15/3Q 15/4Q

121.3

133.0

19.6

14/1Q 14/2Q 14/3Q 14/4Q

102.5 102.8 114.1 119.2

140.9 137.7 142.8 136.9

16.4 16.6 18.5 19.0



27

0%

50%

100%

150%

200%

250%

300%

FY12/1Q 2Q 3Q 4Q FY13/1Q 2Q 3Q 4Q FY14/1Q 2Q 3Q 4Q FY15/1Q

受注/売上指数

0%

50%

100%

150%

200%

250%

300%

FY12/1Q 2Q 3Q 4Q FY13/1Q 2Q 3Q 4Q FY14/1Q 2Q 3Q 4Q FY15/1Q

コマツアメリカ
（マイニング）

コマツマイニング
ジャーマニー

6ヶ月平均受注額 / 6ヶ月平均出荷額

730E, 830E, 860E,
930E, 960E, 

PC3000, PC4000
PC5500, PC8000
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HD785, HD1500 
PC2000,PC3000, 
PC4000, WA800 up
D375A up
GD825A up

【参考資料】

鉱山機械（本体） 受注／売上指数（６ヶ月）
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【参考資料】

産業機械 受注／売上指数（６ヶ月）
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